













を行うことも勧めていたことであった1。また C. P. E.
バッハ Carl Philipp Emanuel Bach（1714­1788）の『正
しいクラヴィーア奏法』から多くのページを引用
し2，J. S. バッハ Johann Sebastian Bach（1685­1750）




Hugo Riemann’s Approach to Editing Early Music:
Focusing on the Sonority of the Piano
MISHIMA Kaoru
Abstract: Hugo Riemann（1849­1919）was a music theorist and pianist in the late nineteenth and early
twentieth century in Germany. His theory of harmony and his study of music history have been often re­
ferred to in previous literature on Riemann, but his activity in early music is difficult to find, except a few
examples: One of these is ‘Hugo Riemann als Wiedererwecker älterer Musik’（1918）written by his con­
temporary Rudolf Steglich（1886­1976）. Therefore, it is necessary to inquire into the meaning and signifi­
cance of Riemann’s early music, since his view of music is said to be one of the late nineteenth century
views. In this article, I will review Riemann’s view of early music by referring to the edition and transcrip­
tion of baroque and classical music works, focusing on his editing approach and on Steglich’s discussion on
his activity. It is evident that Riemann wanted to bring the rich sonority of piano music from the late nine­
teenth century into early music. Consequently, baroque works would become ‘romantic’.















































































1892 古い声楽の復興と演奏について一言 Musikalischen Wochenblatt
1894 組曲はいつ現れたのか？ Monatsheften für Musikgeschichte
1895 17世紀初頭のドイツの室内楽 Sängerhalle
1895 ソナタ形式の発生のための舞曲の意味 Aula（Münchener Wochenschrift）
1895 古いドイツの舞曲の変奏形式 Musikalischen Wochenblatt
1897 ドイツのミンネゼンガーの旋律法 Musikalischen Wochenblatt
























序文が書かれた。ドイツの『記念碑』は当初『ドイツの音芸術の記念碑 Denkmäler deutscher Tonkunst』（1892）としてシュ
ピッタ Philipp Spitta（1841-1894）によって始まり，1931年に全 65巻ままでになった。その第 2集として『バイエルンの
音芸術の記念碑 Denkmäler der Tonkunst in Bayern』が 1900年に始まった。第 28巻（1915）にはテーマ別カタログが掲載
され，体系的に音楽史を捉える試みがなされている。
1897 歴史的コンサート Hesses Musiker＝Kalender
1897 フィリップ・エマヌエルのカルテットの楽曲作法 Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1899 18世紀前半のフランス風序曲 Musikalischen Wochenblatt
1900 ヨハン・フリードリヒ・ファッシュと彼の自由な器楽様式 Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1902 「リズム法」についてのサラン1との論争 Musikalischen Wochenblatt
1902 ヨハン・シュターミツ Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1902 音楽文献学の課題 Hesses Musiker＝Kalender
1903 チェロ作品の始まり Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1903 忘れられた巨匠 Hesses Musiker＝Kalender
1904 だれがその作曲家を知っているのか Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1905 ピエール・オブリ2「フランス音楽の最古の記念碑」（1903）の「解明」 Musikalischen Wochenblatt
1905 16世紀の器楽のためのオリジナル作品 Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1906 アテニャンの 1529年と 1530年の 13のダンス集 Musik
1906 ベートーヴェンの 1819年の舞曲 Musik
1908 17世紀初期 1/3における器楽のオブリガート伴奏をもつ歌曲の室内楽 Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1908 14世紀のオブリガートの器楽の伴奏のある単声，あるいは多声の世俗曲 Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1909 トゥルバドゥールとトゥルヴェールの旋律の解明 Hesses Musiker＝Kalender
1909 15世紀のリート芸術 Blätter für Haus- und Kirchenmusik
1909/10 トゥルバドゥールの旋律のベック3－オブリの「旋法的解釈」 Sammelbände der Internationalen
Musikgesellschaft
1910 ヨハン・シュターミツの旋律法 Neue Musik-Zeitung





1911/12 「バッソ・オスティナート」とカンタータの始まり Sammelbände der Internationalen
Musikgesellschaft



































６ 出版年不明の，C. P. E. バッハの『トリオ・ソナタ』の巻（Collegium musicum No.16, n.d. Plate K. M. 1829/30 Kammermusik
-Bibliothek）の巻末には「コレギウム・ムジクム」シリーズの 50曲のリストが付されている。リストには「コレギウム・
ムジクム：実践の使用ためにフーゴー・リーマン博士教授によって編曲され発行された Collegium musicum für den prak-
tischen Gebrauch bearbeitet und herausgegeben/von Prof. Dr. Hugo Riemann」とある。なおその後出されたリスト（n.d.）では，
「リーマンとその他の者 Riemann und anderen」が校訂者となり，最終的には全 83冊出されている。
７ 1878年にハノーファーで創立され，1890年にライプツィヒに移された。
８ 集中的に出版されたのは翌 1892年と 1893年であり，その後もいくつか出されている。そのほかにもロンドンのアウグナ
ー Augener 社では，バンショワの手稿譜『3声のシャンソン』（ミュンヘン宮廷国立図書館），4巻の新全集『古楽の室内楽
Alte Kammermusik』，新全集『図解音楽史 Illustrationen zur Musikgeschichte』，16世紀末以降の通奏低音付きの作品，通奏低
音なしの作品，そして 17世紀の室内楽（アンドレア・ガブリエーリ Andrea Gabrieli（1510-1586），ジョヴァンニ・ガブリ
エーリ Giovanni Gabrieli（1654-1612），ヴィアダーナ Lodovico Viadana（c 1560-1627），フレスコバルディ Girolamo Fresco-
baldi（1583-1643）などのリチェルカーレ Recercare やカンツォン Canzon, Paul Peuerl（1570-d. after 1625），シャイン Jo-
hann Hermann Schein（1586-1630），オットー Valentin Otto（1529-1594），エンゲルマン Engelmann（不明），シャイト
Samuel Scheidt（1587-1653），フランク Melchior Franck（c 1579-1639），ポイエルル Johann Rosenmüller（1619-1684）），書か
れた通奏低音をもつ弦楽トリオ，四手ピアノ，アバコの室内ソナタなどが出版されている。またライプツィヒのキストナ
ー Kistner 社では，新全集『マティアス皇帝時代のフォークダンス／輪舞とダンス』（弦楽器用をピアノに編曲），ベルリン











クープラン François Couperin（1668-1733），ラモ Jean-Philippe Rameau（1683-
1764），ドメニコ・スカルラッティ Domenico Scarlatti（1685-1757），ヘンデル，
















・テレマン Georg Philipp Telemann（1681-1767），ファッシュ Johann Friedrich
Fasch（1688-1758），J. G．グラウン Johann Gottlieb Graun（1703-1771），C. P.
E．バッハ，グルック Christoph Willibald（von） Gluck（1714-1787）など
・イタリアの作曲家
カルダーラ Antonio Caldara（1670-1736），アバコ，ポルポラ Nicola Porpora
（1686-1768），ロカテッリ Pietro Antonio Locatelli（1695-1764），ペルゴレージ
Giovanni Battista Pergolesi（1710-1736），サッキーニ Antonio Sacchini（1730-
1786）など
































また発行年不明の C. P. E. バッハの《トリオ・ソナ


































譜例 1 ラモ《コンセール第 1番》〈リヴリ Livri〉リーマ
ン版







さらにスラー記号に注目する。C. P. E. バッハの自
筆譜で第 1楽章の冒頭のバスをみると，1小節目の 1
拍目の G から 3拍目の H にかけて，そして 4小節目



















ンの《トリオ・ソナタ 変ホ長調 Trio Sonata Es-dur》
（No.14）では，小節線の変更さえみられる10。譜例 3
a は 18世紀半ばにコピストが書いたバスのパート譜





























１１ コピストはグルンディヒ Johann Gottfried Grundig（c.1706-1773）で，1740-50頃のもの。
１２ クリストフ・バッハの《四手のためのクラヴィーアソナタ》の編曲版（1893, Pl.167）や，ラモの『コンセール』の 2台ピ
アノ用編曲版（n.d., Pl.492）の序文など。
１３ Dd T. Bd.61-62: G. P. 1. Jahrg. XV.
譜例 2 a C. P. E. バッハの《トリオ・ソナタ ト長調
Trio Sonata G-dur》〈第 1楽章〉自筆譜
譜例 2 b 同 リーマンの校訂譜のチェロ・パートと鍵盤パート
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いる（Musikalische Wochen Blatt XXVI; Kretzschmer















譜例 3 b テレマンの《トリオ・ソナタ 変ホ長調 Trio Sonata Es-dur》リーマンの校訂譜
譜例 3 a テレマンの《トリオ・ソナタ 変ホ長調 Trio Sonata Es-dur》
譜例 4 クリストフ・バッハの『四手のためのクラヴィーアソナタ』の編曲版




誌 Blätter für Haus- und Kirchenmusik』の第 7年次号
（1903）に，彼がトーマス教会の図書館で発見したと
いう，後期バロックのイタリアのチェリスト，ランツ
ェッティ Salvatore Lanzetti（c 1710-c 1780）の作品を
添付し（Riemann 1903: 20），同号での「チェロ作品








『記念碑 DTB』第 15巻（Denkmäler der deutscher Ton-
kunst 第 27巻）（1914）「18世紀マンハイム楽派の室
内楽 第 1部 四重奏曲と五重奏曲」に掲載された，
いわゆる「フレージング付き」ピアノ編曲版の内容で
ある。譜例 5のカール・シュターミッツの《管楽四重
































１５ 「ピアノ・ヴィルトゥオーソの楽派（クレメンティ Muzio Clementi（1752-1832），クラーマー Johann Baptist Cramer（1771-
1858），フンメル Johann Nepomuk Hummel（1778-1837））によるピアノ・テクニックの体系的な教育は，アンサンブル音楽
において，ピアノに，チェンバロやクラヴィコード，さらにオルガンを遺産として初めて気づかせ，新しく豊かな可能性
を示した。この劇的な変化の始まりは，すでにショーベルト（バス音域の活用）にあり，エデルマン Jean-Frédéric ↗
譜例 5 カール・シュターミッツの《管楽四重奏曲 変ホ長調 Bläserquartett Es-dur》（Op.8-2）













































































ケ Ignaz von Beecke（1733-1803），J. Ch. バッハ，そしてアーベル Karl Friedrich Abel（1723-1787）（ヴィオラ・ダ・ガンバ
奏者）（豊かな響きをもつ和音 Vollgriffigkeit，バスのオクターブ）の作品においてみられ得る。注目されるのはこれらの作
曲家たちが，アーベルを除いて，まず第一にピアノ奏者であることだ」（Riemann 1914:XVI）
１６ ロイカルト F. E. C. Leuckart 社（ミュンヒェン）。
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